
■ 今後20年間で基幹的農業従事者は現在の約１/４にまで減少する見込み（116万人→30万人）。農業の持続的な発展や食料の安
定供給を確保するためには、農作業の効率化等に資するスマート農業技術の活用を促進する必要

■ 農林水産省では令和元年度から令和６年度までスマート農業実証プロジェクト（実証事業）を実施。また、実証事業の結果も
踏まえ、農業の生産性の向上のためのスマート農業技術の活用の促進に関する法律（促進法）が制定、令和６年10月に施行され、
計画の認定により支援措置を受けられる制度が創設

■ 「骨太方針2025」において、農業構造転換集中対策期間（令和７～11年度）にスマート農業技術の開発と生産方式の転換・実
装等を集中的・計画的に実施することとされている。一方で、効果的なスマート農業機械の導入やデータの活用促進などで様々
な課題が残されているとの指摘あり

調査テーマ案：スマート農業に関する調査－技術の普及を中心として－

調査の背景

○ 実証事業において判明した、ス
マート農業技術の導入効果や課題が
十分に活かされていない例もみられ
る。

○ 都道府県の普及指導センターにお
いてスマート農業技術を活用した普
及指導に苦慮している例あり

○ スマート農業技術の普及や導入の
全国的な状況について必ずしも明ら
かになっていない。

現 状
○ 実証事業の検証結果も踏まえ、導
入効果の普及や未だ解決の途上にあ
る課題について更なる対応を検討す
る余地があるのではないか。

○ 限られた人員・体制の中で、ス
マート農業に関する効果的な普及指
導活動を行うための方法に改善の余
地があるのではないか。

○ スマート農業技術の活用を促進す
る効果的な施策を検討するため、全
国のどの地域でどのような技術が導
入されているかなど基礎的な情報を
把握する必要があるのではないか。

実証事業の検証結果の点検や普及
指導活動の実施状況等の調査を行い、
一層のスマート農業技術の普及に資
する方策を検討

・ 実証事業実施後の技術の活用状
況、成果の検証状況

・ 普及指導センターのスマート農
業の普及に係る活動状況

・ 国の統計調査の調査事項に係る
地方公共団体の意見 等

想定される課題 調査の方向性

資料2-2



出典：「スマート農業をめぐる情勢について」（令和7年10月 農林水産省資料） 1
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出典：「スマート農業をめぐる情勢について」（令和6年9月 農林水産省資料）



「スマート農業実証プロジェクト」令和6年度版パンフレット 農林水産省技術会議事務局（抜粋） 3



出典：「スマート農業をめぐる情勢について」（令和7年10月 農林水産省資料） 4



出典：協同農業普及事業をめぐる情勢（令和７年6月）
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